
多武峰談山神社社家所蔵の『宇陀旧事記』に「駒帰村本尊阿弥陀如来七堂伽藍あり」と
記された安楽寺跡と推定され、奈良時代初期の創建で平安時代中頃に焼失したと考えら
れている。昭和40年代の発掘調査で、花崗岩質の地山を整地造成した基壇の上に建物
跡（西方に金堂と見られる建物、隣接する東方にも建物跡）、東側南斜面に登り窯跡が検
出された。五葉複弁蓮華文軒丸瓦・葡萄唐草文平瓦、塼仏、貨幣などが出土している。

細い急坂を上ると、急に開かれた場所が現れる。西方、東方の2つの隣接した建物遺構の
基壇の上の礎石も数多くが遺存している。西側建物基壇には石で囲まれた一画があり、
竹筒が刺してあった。この付近で数多くの螺髪が出土したともいわれることからも、信仰の
中心部分かと思われる。奈良時代初めに、この静かな山中に相当規模の寺院があったこ
とを知ることができた。個人的には、案内に、貴重な出土品の紹介もあれば、この寺院が
重要な遺跡であることがより理解でき、当時の伽藍が偲ばれるのではないかと思った。手
入れも行き届いており、再訪したくなる史跡だった。
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駒帰廃寺（伝安楽寺）附瓦窯跡　〈瓦窯跡を12月3日に調査〉

記入者 石井　宏子

石井 中川（崇） 中西

年2020 6 月 21

橋詰

2020.12.3再訪 附瓦窯跡 石井

見学自由

12月3日に瓦窯跡を訪れ、駒帰廃寺も再訪した。そこで、地元の方にお話をお聞きすると、
駒帰廃寺内の清掃なども地元の方々で行っておられるとのことだった。
瓦窯跡は1970年（昭和45）に廃寺跡は1971年（昭和46）に発掘されているので、出土品や
瓦窯跡についても、簡単な紹介や説明板を設置してもらいたい。

駒帰廃寺：道標も廃寺跡もよく管理され、当面の問題は感じなかったが、瓦窯跡への道標
はなかった。　瓦窯跡：道標や説明板がない。駒帰廃寺に史跡説明板があるものの、瓦窯
跡は約70ｍ東方の南傾斜面にあり道順も異なるため、現地に史跡と瓦窯跡の説明板は
必要。瓦窯跡から廃寺跡が望めるが、双方の位置がわかる案内板があれば…と思う。

補足 駒帰廃寺：折れ枝やゴミなどもなく、きれいに管理されている。

非常に
悪い

駒帰廃寺：あり（綺麗で良く見える）瓦窯跡：「駒帰廃寺　伝安楽寺瓦窯跡」の石碑のみ
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中西 橋詰



瓦窯跡　付近 12/3　再訪した駒帰廃寺跡

文化財名 駒帰廃寺（伝安楽寺）附瓦窯跡　〈瓦窯跡を12月3日に調査〉

奈良県指定文化財調査票（写真）

日

調査者名

調査日 記入者 石井　宏子2020 年 6 月 21

石井 中川（崇） 中西 橋詰

2020.12.3再訪 附瓦窯跡 石井 中西 橋詰

東側より（写真上部が西方建物跡基壇、
　　　　　　　　　下部が東方建物跡基壇）

建物跡基壇

駒帰廃寺（伝安楽寺）附瓦窯跡の説明板伝安楽寺跡への道標


